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(月」判R3)

公表 事業所における自己評価総括表

○事業所名 こどもデイサービスバンビ

○保護者評価実施期間 R8年  1月 16日 R8年  1月  26日

O保護者評価有効回答数 (対象者数) 33名 (国答者数) 21名

○従業者評価実施期間 R8年  1月  16日 R8年  1月  26日

O従業者評価有効回答数 (対象者数) 11名 (回答者数) 11名

O事業者向け自己評価表作成日 R8年  2月  10日

○ 分析結果

事業所の強み (※ )だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行つている取組等 さらに充実を図るための取組等

1 緊急時の対応について

安全言■国寺保護者訊明会にて繁急晴のヌヽJルぷ寺、周λ日している。

また、各種訓練 (避難誘導、防犯、風水害、保護者引き渡し)

を定期的に実施することで、非常災害時の発生に備えている。

送迎中の地震発生時は、南海トラフ地震臨時情報をもとに送迎

を一時中断してl昂国、保護者に連絡、南海トラフ地震との関連

性を考慮した上で当日及び後日の送迎見合わせ等、職員間で対

応が共有できている (なお、関連性の調査終了とともに送迎を

再開する)。

災害時保護者引き渡し訓練でのシミュレーションから抽出さ

れた課題の整理及び改善に努める。

2 行事や活動概要等、情報の公開
法人木―ムページに行事や活動の様子を適宣アップする等、積

極的な広報活動に努めている。

携帯電話での予約システムのお知らせで新着記事がアップさ

れたことを発信し、法人ホームページ閲覧作数増につなげ、

放課後等デイサービスやその他事業への興味関心につなげ

る。

3 活動プログラムの立案・作成

活動予定表の立案に際し、職員間で様々なアイデアを出し合っ

て検討しており、集団や個別での活動、静と動の活動、季節を

感じられる活動等、全体のパランスを考えながら作成してい

る。

5領域を踏まえた活動内容が把握できるよう、活動プログラム

欄に領域を記載し、どの活動が何の領域に沿つて支援してい

るのか、児童や保護者にも分かりやすいよう工夫している

(例 :制作/認知・行動、整理整頓/健康・生活)。

事業所の弱み (※ )だ と思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
放課後児童クラフや児童館との交流、地域の他の子どもと活動

する機会がない。

放課後児重クラフを併用利用している児重が2名であり、横の

つながりが不十分なため交流につなげることが難しい。また、

平日や長期期間の活動内容として、限られた時間の中で児童ク

ラフとのインクルーシブな動きを想定しにくいことも挙げられ

る。自立支援協議会こども支援部会のアンケートでも併用利用

について意見が挙がったが、実際に児重クラフ判の障がい児の

対応におけるスキル不足や人員不足等により、対応できないと

の意見もあつた。

放課後児童クラニヲや児重館との交流は特に設けていないが、

改善に向けた取り組みとして、その他の場所で子ども達のイ

ンクルージョンが図れるよう工夫している (園外活動での買

物支援、長期休暇での公共施設利用)。 また、可能な限り地

"或

ネ土会への参加を促せるよう圏祭や地域交流事業等の情報提

供を行つている。

2

事業所の人―ド面

(③パリアフリー対応ではない②必要に応して子どもが個別の

部屋や場所を使用できない)

活動場所が階段を上つた2階のため、パリアフリー化が図れて

いない (開所時に手すりのみ増設済み)。 また、賃貸物件のた

め限られた空間しかなく、子ども達に特化した構造とは言え

ず、個別対応する部屋がない。

面談等は事務所内にパーティションを設けて環境設定してい

るが、療育活動で使用する物品や玩具等あり、子ども達の周

辺視野に入つてしまうことで視覚的注意がそちらに向いてし

まう状況。軽装で持ち運びがしやすいカームダウンスペース

(おちつきヅレーム)の購入検討を図る。

3



(別紙 4)

公表 保護者等からの事業所言詔面の集計結果

公表日 令和8年 2月 2フ日

利用児童数 32名 回収数 21名

事業所名 どもデイサービスソミンピ

チェック項目 は い
どちらとも

いえない
わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

環

境

・

然

制

整

備

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 19 1 0

利用人数によつても変わってくるとは思

いますが 十分に確保されていると思い

ます。

的な基準は決められていませんが、放課

後等デイサービスガイ ドラインでは、子

ども一人当たり24フ耐の床面積を目安と

して適切なスペースを確保することが望

ましいとされており、ノくンビもクリアし

ています。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 16 1 0 4

配置数は分からないが、足りない日は

キャンセ,聡ちとして調整されていると

思う。

配署L数については、児重指導員等加配加

算を算定しており、基準以上の人数を配

置しています (職員は保育士や児童指導

員の他、社会福祉士や介護福祉士等の資

格を持ち合わせている方もいます)。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になつていると思い

ますか。また、事業所の設偏等は、障害4寺性に応して、ノくリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

17 1 0 3

視覚的配慮をして頂いていると思いま

す (活動に入る前等 )。

,安全性の面でも配慮された環境を作っ

てくれていると思います。

室内は活動に合わせて環境を変えられる

ように広いスペースを確保しています。

また、認知 行動の観点から必要な情報
を視覚的に貝占付しています。2階建てで

階段があるため、開所時に手すりを増 :貿

しています。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になつていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となつていると思いますか。
19 0 0 2

安全性の面でも配慮された環境を作つて

くれていると思います。

子ども達の障がい特性に応じて、安全か

つ安心して過ごせるよう、環
'見

:貿定に配

慮しています。

適

切

な

支

援

の

提

供

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応した専門性のある支援

が受けられていると思いますか。
19 2 0 0

・4寺性に合わせた戸■卜けやサポー トの万

法を考えて、支援して下さつている。

・個々に対応、支援をしてくれていると

思います。

5領域やインクルージョンを踏まえた個

別支援計画をイ乍成し、一人ひとりに沿っ

た支援を提供させていただいています。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合つていると思いますか 。
19 0 2

個々に対応、支援をしてくれていると思

います。

県に公表している支援プログラムに沿っ

て支援を提供させていただいています。

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービス計画 (個別支援計画)がイ乍成されて

いると思いますか。

19 2 0
個々に対応、支援をしてくれていると思

います。

6ヶ 月毎のモニタリング会議にて保護者

と情報共有を図り、エーズを汲み取りな

がら、5領域やインクルージョンを踏ま

えた個別支援言十画をイ乍成しています。

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスナコイ ドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援 J、 「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います

か。

18 2 1

9 放HIR後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 20 1

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

,〕 。`
19 1 1

毎月のお知らせで確認でき、分かりや

すいと思います。

・季節に合つたプログラム等も工夫して

考えて下さつている。

活動予定表については職員間で標々なア

イデアを出し合つて検討しています。集

団や個別での活動、静と動の活動、季節

を感じられる活動等、全体のパランスを

考えながら作成しています。

11
放課後児童クラフや児重館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会

がありますか。
2 4 7

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
20 0 0 1

一つ一つ丁撃に全ての説明をして頂いて

いるため、安心しています。
契約時に説明させていただいています。

13
「放課後等デイサービス計画 Jを示 しながら、支援内容の説明がなされま

したか。
21 0 0

一つ一つ丁率に全ての説明をして頂いて

いるため、安心しています。

個別支l震計画交付時に説明させていただ

いています。

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や顔族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

13 5 3

・計画はされていると思うが利用したこ

とがないため分からない。

・参カロできていないので分かりません

(すみません)。

・一つ一つ丁寧に全ての説明をして頂い

ているため、安心しています。

ペアレント トレー三ングは実施してい
ませんが、電話や迎俗帳、送迎等電保護

者からの相,炎事や悩み等の対応ができる

よう配慮しています。



保

護

者

へ

の

説

明

等

0 0 0

パンピでの様子を教えてもらえて助

かつてます。

・連絡帳やショートメーリレ、自宅に送っ

てもらつた時等に対応してもらえていま

す。

ヨ絡帳や送迎時に伝え合つている。

・モニタリングをはじめ、洪抑時、連絡

ノート等いつでも相a炎できる場を作つて

くれており、その日あつ府工士,Ftttyく

話していただいているので、ありがたい

です。

電話や連絡帳、撲抑等で支援内容及びそ

の他必要な情報等を共有させていただい

ています。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
21

0 0

。モニタリングの時に話を聞いてもらつ

たり、様子を知らせてもらっています。

,モ三タリング会議や連絡帳、撲柳時、

電話等で相E央に乗ってもらつている。

・モニタリングをはじめ、狭抑時、連絡

ノート等いつでも相1炎できる場を作つて

くれており、その日あつたことを詳しく

話していただいているので、ありがたい

です.

個別での相談事や悩み等については、電

と舌や連絡帳を通じて対応させていただく

とともに、必要に応じてモ
=タ
リング会

議にて助言させていただくこともありま

す。

16 定期的に、面談や子育てに関する助雷等の支援が行われていますか。 21

様々な活動を通して個別支援計画に沿っ

たサービスを提供し、子ども達のより良

い成長につながるよう支援させていただ

いています。

21 0 0 0

・子どもの事をよく理解して下さつてい

るので、的確なア ドパイスをいただけ

る。

モニタリングをはじめ、送迎時、連絡

ノート等いつでも相談できる場を作つて

くれており、その日あつたことを詳しく

ほ舌していただいているので、ありがたい

です。

17 事業所の1鋭員から共感的に支援をされていると思いますか。

・なおみ園祭等で兄弟参加はできるが、

運動会がなかったので兄弟間の交流が取

りにくかったと思います。

・保E甍者説明会の時に利用していない弟

も保育 (見守って)してもらえたので助

かりました。

・色々なイベントを開催して下さり、交

流 の 爆 オ/作 っ て て狛 て い る ′ 熙 い 末 す
^

父母の会や保護者会等はありませんが、

安全計画等保護者説明会やなおみ園祭を

通じて、保護者同士の交流が図れるよう

工夫しています。

6 5 2 818

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、琢族への支援がされているか。また、きようだ

い向けのイペン トの開催等により、きようだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きようだいへの支援がされていますか。

0 3

,電話や送迎時にも相談に乗つて下さ

り、迅速に対応して下さつている。

・送迎時、連絡ノー ト等色々と子どもの

様子を詳しく教えていただいていいるの

で安心しています。

相談や申し入れ、ご意見等があつた際は

児童発達支援管理責任者へ報告があり、

できる限りi■椋に回答できるように心掛

けています。サービス向上に向けて、今

後も忌博のない要望等お願いいたしま

す 。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対 してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

18 0

0 0

お忙しいと思いますが、趨緒帳に丁畢

に書いて贋いて様子が分かり、毎回あり

がたいと思つています。

・送迎時、連絡ノート等色々と子どもの

様子を詳しく教えていただいていいるの

で安心しています。

子ども達に十よ視覚的支援を中心に情報伝

達を行つています。また、保護者の皆様

には活動の様子をど
'里

解いただけるよう

連絡帳への記載や送迎時にお伝えさせて

いただいています。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
21 0

2 0

。しつかりされていると思います。

・ホームページで活動行事の様子等、発

信されている。

携帯電話での予約システムにて活動予定

表を発信しています。また、事業所評価

については、アンケー ト集計結果を事業

所入り口に掲示して公開しています。な

お、法人ホームページに活動の様子や行

事等を適宜アップする等、広報にも努め

ています。

21

定期的に通信やホームページ SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己号平l両の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

19

個人情報の取扱いについては、イf日心の注

意を払つて対応しています。広報誌等ヘ

の写真掲示の有無に関しては、契約時に

個人情報提供同意書をいただくようにし

ています。

21 0 0 十分に配慮してくれています22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

2

・参カロはしていないですが、今回 〔◆年

度)受け渡し訓練も行つたとのことだつ

たので、色々な非常時に向けて対応され

ているんだと思つています。

・定期的に訓練されている。

・日頃からの備え、訓練等に努めてく

れ、保護者に対しての説明会も行つてく

れています。

年度当初の安全計画等保護者説明会にて

周矢Bさせていただいています。また、各

種訓練については、法人内のマニュアル

に沿って定期的に実施しています。

18 1 023

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニユ刀 レ、防犯マニュア

ル、感染症対応マニユ刀 レ等が策定され、保護者に周知・曇蛯明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

非常災密等の発生に備え、定期的に訓練

を実施しています (避難誘導、防あB、 風

水害、保護者引き渡し訓練 )。

17 1 0 3

・参加はしていないですが、今回 (今年

度)受け渡し訓練も行つたとのことだつ

たので、色々な〕F常時に向けて対応され

ているんだと思つています。

定期的に訓練されている。

・日頃からの偏え、訓練等に努めてく

れ、保:甍者に対しての説明会も行つてく

れています。

24
事業所では、非常災書の発生に偏え、定期的に避難、救出その他必要な訓

I索が行われていますか。

非

常



時

等

の

対

応 25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

蜜全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
21 0 0 0

・参カロはしていないですが、今回 (今年

度)受け渡し訓練も行つたとのことだつ

たので、色々な)F常時に向けて対応され

ているんだと思つています。

・送迎車両に置き去り防止安全装置が付

いており、確認している。

日頃からの備え、樹‖練等に努めてく

れ、保護者に対しての岳免明会も行つてく

れています。

年度当初の安全計画等保護者説明会にて

同知させていただいています。また、子

ども達のr阜がい特性に応じて、安全かつ

安心して過どせるよう環境設定に配慮し

ています。

26
事故等 ll≦手比等を含も`。)が発生した際に、事業 P五から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
18 1 2

子 とて,が足の調子が艮 くなが つ
「

_晴

に、「いつ頃から」調子がよくなかった

かを教ラとて頂き、大変助かりました (発

語がなく、自分から伝えることが出来な

いので )。

・参加はしていないですが、今回 (今年

度)受け渡し訓練も行つたとのことだつ

たので、色々な非常時に向けて対応され

ているんだと思つています。

・すぐに対応、連絡してくれています。

事故等が発生した際は児童発連支援管理

責任者へ報告があり、1ユ1凍 に対応できる

よう配慮しています。また、電話や連絡

帳、当日の送迎時に状況説明を行い、そ

の後の経過も含めて確認させていただい

ています。

満

足

度

27 こどもは安心感をもつて通所していますか。 21 0 0

・安心して過ごせていると思う。

・毎日安心して通所きせていただいてい

て感謝しています。

療育活動を通じて、今後も子ども達の最

書の利益の保障と健全な育成が図れるよ

う、日々努力して参ります。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 21 0 0

・長期休み等で朝から利用させて頂く

時、「ノぐンビ行 くの W」 とウキウキでЧと

を履いています。

毎回楽しみに行つています。

・休みの日でも、「行きたいJと言うこ

とがあります (居場所になっていま

す)。

・とても楽しみに近所している。

・先生やお友達と過こせるデイを楽しみ

に、毎日通所させていただいています。

ノくンピでは様々な活動を通して、笑顔を

ご家庭に持つて帰ることも大切にしてい

ます。今後も安全第一で子ども連に安心

して通つてもらえる事業 P万を目指し、

日々努力して参ります。

29 事業所の支援に満足していますか。 20 1 0

・いつも子どもの様子を見て 卜さり、あ

りがとうどざいます。

・よく夕u志 してもらつていると思いま

す 。

・いつもこちらの要望等にすぐに対応、

受け入れて下さりありがとうどざいま

す。今後ともよろしくお願いいたしま

す 。

イ可かあれf∫すぐに保護者に運絡し、安心

して子ども達を預けていただけるよう、

今後も努力して参ります。弓き続き『子

ども違と共に成長するノくンビ』を目指

し、保護者の皆様と連携を図つていけた

らと考えています。



(月」許氏5)

公表 事業所における自己評イ面結果

事業所名 こどもデイサービスバンビ
公表日 令和8年 2月 27日

チェック項目 は い いいぇ 工夫している点 課題や改善すべき点

環

境

・
体

制

整

備

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 8 3

バンビ訓練室の延床面積83.26請に対して、

定員 20名 で一人当たり4 163nl。 厚生労働省

の放課後等デイサービスガイ ドラインによる

一人当たり2.47市の目安以上のスペースが確

保されている。

・活動時に狭 く感じる場合がある。

,スペースは適切と思うが、動きの激 しい利

用児等が利用の際は配慮が難しい。

・活動場所が狭い。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である
,〕 。`

10 1

・配直上でいけ(よ問題がないかもしイ1ない

が、本体と離れているため急なへ)レプを呼び

にくかつたり、職員が出払つていて不足を感

じる部分もあ簿。

・不足 していると感 しる日もある。

・手薄だと感じることもあるが、協力体制は

できています。

3

生活空間は、こどもにわか りやす く構造化された環境になつている

ん`。また、事業所の設備等は、障害の特性に応 し、パ リアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

8 3
必要に応じて視覚表を貼付する等、配慮でき

ています。

・階段があるため、一部ご利用児については

介助が必要な時もある。 トイレも段差あり。

・活動場所が2階のため階段利用。

・年に2～3回位、車椅子不u用児がバンビを利

用している。

4
生活空間は、清潔で、心地よ く過ごせる環境 になつているか。ま

た、こども連の活動に合わせた空間となつているか。
11 0

こまめに掃除しているのでいつも奇麗であ

る 。

5
愁要に応 して、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になつているか。
9 2

・面談等は事務所を使うことが多い。

・質賞物件のため限られた空間しかなく、子

ども達に特化 した構造とは言えず、個別対応

する部屋がない。

業

務

改

善

6
業務改善を進めるための PDCAサイクル (目 標設定 と振 り返 り)

に、広 く職員が参画 しているか。
11 0

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
11 0

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。
11 0

会議の中でケース周知及び検討を行つてい

る。

9
第三者による外部評 l面を行い、評価結果を業務改善につなげている

か 。

7 4

第二者評価は受けていませんが、内部監査や

県監査等で助言を受けた事項については、改

善につなげています。

第三者評価は実施していない。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
11 0

研修が定期的にあり、スキルアップの機会が

ある。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 11 0

12

個々のこどもに対 してアセスメン トを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析 した上で、放課後等デイサービス計

画を作成 しているか。

11 0

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理黄

任者だけでな く、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こ

どもの最善の利益を考慮 した検討が行われているか。

11 0 個別支援計画に沿つて支援が行われている。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿つた支援

が4子われているか。
11 0

15

こどもの適応行動の 4犬況を、標準化されたツー)レを用いたフォーロ

ルなアセスメン トや、日々の行動観察なども含むインフオーマルな

アセスメン トを使用する等により確認しているか。

11 0

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライ

ンの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、

「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい

及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に

設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

11 0
適切に設定され、それに沿つた支援を行つて

いる。

適



切

な

支

援

の

提

供

17 活動プログラムの立案をチームで行つているか。 11 0

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 11 0

5領域の中で工夫して行つている。

19
こどもの状況に応して、個別汚動と集団適動を適宣組み合わせて放

課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。
11 0

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認 し、チームで連携 して支援を行つてい

るか。

11 0

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振 り返 りを行い、気付いた点等を共有 しているか。
10 1

支援終了後に打ち合わせの時間を必ず設ける

ことは難 しいが、連絡帳のコピーや翌日の

ミーテイングにて情報共有が図れている。

時間がない。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
11 0

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直し

の心要性を判断し、適切な見直 しを行つているか。
11 0

24
放課後等デイサービスガイドラインの「4つの基本活動」を複数子日

み合わせて支援を行つているか。
11 0

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決

定をする力を育てるための支援を行つているか。
11 0

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関 との会議

に、そのこどもの状況をよく理解 した者が参画 しているか。
11 0

27
地域の保健、医療 (主治医や協力医療機関等 )、 障害福祉、保育

教育等の関係機関と連携 して支援を行う体制を整えているか。
11 0

28

学校 との情報共有 (年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校 ,も

刻の確認等 )、 連絡調整 (送迎時の対応、 トラフ
｀
ル発生時の連絡 )

を適切に行つているか。

11

部度連絡を取つている。

29
就学前に利用 していた保育所や幼稚園、認定こども園、児重発達 1支

援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。
11

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所

等へ移イ子する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等して

いるか。

10 1 昨年、今年と卒業生がいない。

31
地域の児童発達支援センターとの運携を図り、必要等に応してスー

パーパイズや助言や研修を受ける機会を設けているか。
7 4

スーパーパイズや助言、研修等の機会は特に

設けていないが、児童発達支援センターの相

談員と連絡を取りながら情報共有 している。

32
放課後児童クラブや児蓮館との交流や、地域の他のこどもと活動す

る機会があるか。
5 6

放課後児童クラブや児重館との交流は特にな

いが、その他インクルージョンの機会は設け

ている。

33 (自立支援)協議会等へ晟貨極的に参加しているか。 11 0

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持つているか。
11 0 連絡帳や送迎時で情報共有をしている。

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対 して家族支援プログ

ラム (ペアレン ト トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を考子つているか。

10 1

家族支援プログラム (ペアレント・トレーニ

ング等)は実施していないが、保護者からの

相談事や悩み等に対応できるよう配慮してい

る。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行つているか。
11 0

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意

思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど

もや家族の意向を確認する機会を設けているか。

11 0

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行

い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか。
11 0



保

護

者

へ

の

説

明

等

39
家族等からの子育ての悩み等に対するオロ談に適切に応 し、面談や必

要な助言と支援を行つているか。
11 0

40

父母の会の活動を支援することや 、保護者会等を開催する等 によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援を しているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援を している

,9｀。

5 6

父母の会活動支援や保護者会等はないが、園

祭にて保護者同士の交流が図れるようにして

いる。

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知 し、苦情があった場合に乱凍かつ適切に

対応 しているか。

11 0

42

定期的に通信等を発行することや、HPや SNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対

して発信しているか。

11 0

43 個人情報の取扱しЧこ十分留意しているか。 11 0

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情幸RFム連のための配慮

をしているか。
11 0

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図つているか。
11 0 なおみ園祭等。

非

常

時

等

の

対

応

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニユアル、感

染症対応マニュアル等を策定 し、職員や家族等 に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施 しているか。

11 0
年度当初の安全計画等保護者説明会にて周知

している。

4フ
業務継続計画 (BCP)を 策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行つているか。
11 0 訓練等も実施 している。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
11 0

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医冶耳Jの指示書に基づく対応

がされているか。
11 0

・保護者と情報共有を行つている。

・食物アレルギーの有無は契約時に確認し、

保護者から必要書類等のコピーをいただいて

いる。また、変化があつた際も追加資料をい

ただいている。

50
安全計画を作成 し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を語じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
11 0 年間を通 して、研修や訓練を実施 している。

51
こどもの安全確保に関 して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づ く取組内容について、家族等へ周知 しているか 。
11 0

年度当初の安全計画等保護者説明会にて周知

している。

52
ヒヤ リノ(ッ トを事業所内で共有 し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
11 0 会議等で周知 している。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
11 0

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定 し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放

課後等デイサービス計画に記載 しているか。

11 0


